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１．はじめに 

 福島県いわき市Ｋ団地では、接触曝気法による排水処理を行っている。その接触材には、樹脂繊維が束ねら

れたモジュールが用いられているが、繊維の材料や形状によって付着生物相や、処理効率が変化することが知

られている。より効率的な処理を実現するためには、樹脂繊維の特性や、形状や材料による付着生物相の違い

を把握した上での工夫を行うことが有効であると考えられる。 

 そこで本研究では、モジュール素材の違いによる生物付着量の違いを調査した。さらに、現在稼動している

処理プラントの処理状況と各反応槽の生物相の変化を調べるため、処理プラントの現地調査を行った。 

２．調査方法 

２．１ 樹脂繊維の生物付着量に関する調査 

モジュール素材の違いによる生物付着量の違いを調べるため次のような調査を行った。 
平成１９年１０月から平成２０年３月まで、処理プラント脇に異なる 2 種類（ポリ塩化ビニリデン製（ＰＶ）、

ポリエステル製（ＰＥ））の樹脂繊維モジュールを装備した図 1 に示すようなテストプラントを設置した。約

半年間のテスト稼働を行った後、モジュール繊維を引き上げ各反応槽の樹脂繊維の生物の付着量を測定した。 
２．２ 生物反応槽に関する調査 

 現在稼動している処理プラントの処理状況と各反応槽の生

物相の変化を調べるため処理プラントの調査を行った。この処

理プラントでは、平成４年度の稼動時からポリ塩化ビニリデン

製モジュールによる生物処理を行っている。 

調査は、平成２０年１０月２日から平成２０年１０月３０日

にかけて原水、第１反応槽水、第２反応槽水、処理水を週 1回

採水し、温度、ｐＨ、ＤＯ、ＣＯＤMn、ＭＬＳＳ、Ｔ-Ｐ、Ｔ-

Ｎを測定した。また、ＦＩＳＨ法を用いて各反応槽の生物相の

分析を行った。このプラントのフロー図を図 2に示す。 

３．調査結果 

３．１ 樹脂繊維の生物付着量に関する結果 

 図３には、テストプラントの第３反応槽目の２種類の樹脂

繊維の単位長さ当たりの生物付着量（乾燥重量）を示した。

ＰＥ３（ポリエステル第３反応槽）及びＰＶ３（ポリ塩化ビ

ニリデン第３槽）の生物付着量はそれぞれ、乾燥重量にして

樹脂１ｍ当たり３６０mg 及び６３０mg となり、ＰＥ３よりも

ＰＶ３の方が生物付着量が多い結果となった。このことより、
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 図１ テストプラントのフロー図. 

    (○：PEモジュール、●：PVモジュール) 



図３ 第３反応槽における生物付着量（PE3：ポリエステル

第3反応槽PV3：ポリ塩化ビニリデン第３反応槽）エラー

バーは標準偏差を示す.（N=5） 

図４ 原水、第１反応槽水、第２反応槽水、のＣＯＤと

COD除去率.エラーバーは標準偏差を示す.(N=3) 
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ポリ塩化ビニリデン製の樹脂の方が生物を付着固定化させや

すい材質であることが示唆された。 

３．２ 処理プラントの現地調査結果 

３．２．１ 処理プラントの水質調査 

 処理プラントの測定結果を図４に示した。ＣＯＤの除去率は、

すべてにおいて８０％以上と安定している。よって、処理が良

好に行われていることがわかった。処理プラントは平成４年か

ら稼働しているということもあり、モジュールへの生物固定が

十分に行われ、安定した排水処理が行われていた。 

３．２．２ 各反応槽の生物相の分析 

 第１反応槽および第２反応槽の生物相を把握するため、ＦＩ

ＳＨ法による実験を行った。今回は、全生物（ＤＡＰＩ）、細

菌（ＥＵＢ338）、β‐プロテオバクテリア（ＢＥＴ42a）、γ‐

プロテオバクテリア（ＧＡＭ42a）の菌体数をカウントするこ

とにより生物の存在割合を調べた。 

第１反応槽および第２反応槽の生物存在比の結果を図５、図

６に示す。第１反応槽および第２反応槽の生物相のうち、それ

ぞれ７０．１％、７５．１％が細菌であることがわかった。ま

た、細菌の約半数以上はβ‐プロテオバクテリア、γ‐プロテ

オバクテリアが占めていた。第１反応槽では、β‐プロテオバ

クテリアとγ‐プロテオバクテリアはほぼ同等の割合で存在

していたが、第２反応槽ではβ‐プロテオバクテリアの割合の

方が低い結果となった。β‐プロテオバクテリアは、アンモニ

ア酸化細菌や窒素固定細菌が含まれることから窒素の除去は

主に第１反応槽で行われているものと予想された。 

４．まとめ 

 樹脂繊維の生物付着量に関する調査から、ポリエステル製モ

ジュールよりポリ塩化ビニリデン製モジュールの方が生物を

付着固定化させやすい材質であることが予想された。 

処理プラントの現地調査からは、現在の処理プラントは安定

した排水処理が行われているという結果となった。また、各反

応槽の生物相の分析により各反応槽の生物相は、どちらも約７

０％以上が細菌であることがわかった。また、第２反応槽より

もβ‐プロテオバクテリアが多く存在した第１反応槽で窒素

の除去が主に行われているものと予想された。 
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 図５ 第１反応槽における付着生物の微生物群の 

    比較.エラーバーは標準偏差を示す.(N=2) 

  図６ 第２反応槽における付着生物の微生物群の 

     比較.エラーバーは標準偏差を示す.(N=2) 
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